
 
日時 2019年６月９日（日） 10：00～13：00 

会場 東京学芸大学附属竹早中学校 

テーマ 「なぜ、長野県の人がつくば市に来て芝畑をつくったのか？」 

講師 石上 徳千代 さん （小学校教員） 

内容 

 小学校４年生の社会科での授業実践です。４年生の特色ある県内の地域につ

いて学ぶ単元で、つくば市の芝畑を取り上げました。つくば市の芝畑は、戦後の

開拓に由来します。芝畑について学ぶと、陸軍飛行場、満州の開拓、長野県から

茨城への入植など、戦中から戦後の歴史につながっていきました。その様子を紹

介します。 

参加費 500円（学生は 200円） 

■教員の方、学生の方、教員を志す方、どなたでも気軽にご参加下さい。 

■普段着で構いません。また、事前予約なども必要ありません。途中参加・退室も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】授業づくり講座担当・黒田  

        歴史教育者協議会ホームページ https://www.rekkyo.org 

【後援】歴史教育者協議会／東京都歴史教育者協議会／埼玉県歴史教育者協議会／千葉県歴史教育者協議会／ 

神奈川県歴史教育者協議会／茨城県歴史教育者協議会 ／全国民主主義教育研究会／地理教育研究会 

■所在地 

 〒112-0002 東京都文京区小石川 4-2-1 

※春日通に面した正門からお入り下さい。 

■交通案内 

丸ノ内線「茗荷谷駅」下車、徒歩 12分 

南北線・丸ノ内線「後楽園駅」下車、徒歩 15 分 

大江戸線・三田線「春日駅」下車、徒歩 15分 

 

実行委員より 

小学校の社会科を行っていく上で、「地域学習をどのように進めていくのか」ということは

避けることのできない課題ではないでしょうか。地域によって、扱う題材は違いますが、教材

化への視点や授業を進める上でのテクニックなど、明日から授業をしていく上でのたくさんの

ヒントが得られると思います。ぜひ、多くの方の参加をお待ちしています。 

 


